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研究成果の概要（和文）：リチウムの抗自殺効果に注目して、疫学調査を行った。九州全域の

118 市を対象に、297 ヶ所において水道水中に含まれるリチウム濃度を測定し、さまざまな要因

で補正しながら、自殺率との相関を検討した。その結果、大分県、佐賀県、長崎県の 3県にお

いて、女性の自殺率と水道水リチウム濃度の間に有意な負の相関を認めた。 

 

研究成果の概要（英文）： We investigated anti-suicidal effects of lithium in an 

epidemiological setting. Lithium levels of drinking water were measured at 297 points in 

118 cities and their associations with suicide rates were calculated after adjustment of 

several factors potentially affecting suicides. As a result, lithium levels were significantly 

and negatively associated with female suicide rates in Oita, Saga, and Nagasaki 

prefectures. 
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１．研究開始当初の背景 

平成 10年に年間自殺者数が 30,000 人を突

破して以来、これまで自殺者数は高水準を維

持している。今年も高水準になることが予想

されている。自殺に影響を与える要因として、

失業率や所得、社会保障などの心理社会的要

因や、年間日照量、オメガ３脂肪酸の摂取量、

血中コレステロールなどの生物学的要因が
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検討されてきた。 

周知のごとく、リチウムは双極性障害の治

療薬であるが、最近の研究ではリチウムが気

分安定化作用とは独立して攻撃性や衝動性

を抑える作用があると指摘されている。この

ような作用によりリチウムは抗自殺作用を

発揮すると考えられ、最近のメタ解析でもこ

のことが支持されている(Cipriani et al, 

2005; Guzzetta et al, 2007)。さらに、こ

の作用はいわゆる治療濃度よりもかなり低

い濃度でも発揮される可能性がある

(Schrauzer et al, 2002)。 

 私どもは、大分県において浄水場など 79
ヶ所のリチウム濃度を測定し、2002 年から
2006 年の自殺率を年齢分布や性比で補整し
た 上 で 標 準 化 死 亡 比 (Standardized 
Mortality Ratio: SMR)として表現した。そ
の上で、各市町村の人口で補整し、重み付け
最小自乗法にて両者の相関を検討したとこ
ろ、下図に示すようにリチウム濃度と自殺率
の間に有意な負の相関を認めた(Ohgami, 
Ishii et al, British Journal of Psychiatry, 
2008)。私どもの結果は、英国でも注目され
英国国営放送のワールドニュースでも取り
上げられた。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先の我々の報告に対してKapustaらがオー

ストリアで追研究を行った。2005年～2011年

にオーストリアの全99州で6460カ所の水道水

を採取し、水道水中リチウム濃度とそれぞれ

の地域における自殺率との関連を調査した。

社会経済的要因で補正しても水道水中のリチ

ウム濃度と自殺率や自殺の標準化死亡比は有

意な負の相関を示し、飲料水中リチウム濃度

0.01 mg/Lの増加は自殺率を7.2%低下させ我

々の報告を裏付ける結果がみられた。ただし

全ての研究において同様の結果が得られたわ

けではなく、Kabacsらの研究では2006～2008

年、イギリス東部の47地区において水道水を

採取し、水道水中リチウム濃度（＜1～21 

μg/L）とそれぞれの地区における自殺の標準

化死亡比との関連を調査したが水道水中のリ

チウム濃度と自殺の標準化死亡比に有意な相

関はみられなかった。（ｒ＝-0.054,P=0.715)  

 

 

２．研究の目的 

本研究は、近年増加している自殺に対する
対策の確立の一助となることを目指して行
うものである。 

水道水に含まれるリチウム濃度はもちろ

ん他の要因も検索することで、自殺に影響を

与える要因を総合的に検討し、自殺に対する

対策の確立の一助となることを目的とする

ものである。 



 

 

 

３．研究の方法 

先の我々の報告は、水道水中リチウム濃度

の測定点が少ないことと、自殺率に影響を与

える可能性のある社会経済的要因、医療的要

因、気象的要因、栄養的要因などを考慮して

いないことが限界であった。そこで今回我々

は、対象地域を大分県から九州全域に広げる

ことにより、水道水中リチウム濃度の測定点

を増やしつつ、自殺に関連する可能性のある

年間日照量、青魚（オメガ 3脂肪酸）の摂取

量などや年間平均所得、年間失業率、精神科

医療機関の数なども調査し、これらの要因で

補正しつつ解析を行うことで、本当に水道水

中リチウム濃度と自殺率の間に負の相関が

あるかどうかを検討した。 

市単位で市役所と主要駅に実際に出向い

て水道水の採取を行った。この直接採取は

179 件にのぼった。さらに、水質検査業者に

委託して 118 件の採取を行った。水道水リチ

ウム濃度については、熊本県の（株）再春館

「安心・安全」研究所に依頼して測定した。

各データは大分大学医学部精神神経医学講

座内で保存している。 

 
４．研究成果 

厚生労働省に出向き、各県の人口動態や自

殺率などのデータを得た。水道水の採取につ

いては総数 297 件、九州の 118 市すべてで水

道水リチウム濃度のデータを得た。複数の測

定点がある場合には、先行研究にならい、そ

の平均値を代表値とした。 

福岡県 28 市、佐賀県 10 市、長崎県 13 市、

大分県 14 市、熊本県 14 市、宮崎県 9市、鹿

児島県 19 市、沖縄県 11 市のそれぞれの県あ

たりの水道水リチウム濃度の平均値±標準

偏差 (最低値-最大値)を下図に示した。これ

らの検体中の水道水中リチウム濃度は 0.1～

48 μｇ/L の間に分布しており、地域差の大

きなことが再確認された。水道水リチウム濃

度は大分県が最も高く、鹿児島県、宮崎県、

福岡県、佐賀県、長崎県、沖縄県と続く。自

殺率との相関を経済、医療、気象要因で補正

を行いつつ検討すると、大分県、佐賀県、長

崎県では、女性の自殺率と水道水リチウム濃

度が有意な負の相関を有した。しかし、他の

県では相関を認めなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、今回の研究の延長線上にある業績とし

て、大分県の水道水リチウム濃度と総死亡率

との間にも有意な負の相関を認めたので、ド

イツのJena大学と共同研究を行ない、

European Journal of Nutrition に論文を掲

載した。 
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